
自
然
崇
拝

i

l
ナ
チ
ス
@
ド
イ
ツ
の
自
然
観
l

l

は
じ
め
に

現
在
、
「
環
境
先
進
盟
」
と
い
え
ば
ド
イ
ツ
の
名
が
す
ぐ
に
思
い
浮
か

ぶ
。
ド
イ
ツ
は
環
境
に
対
す
る
政
策
や
国
民
の
意
識
が
進
ん
で
い
る
留
と

さ
れ
る
。
だ
が
こ
れ
は
現
代
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
ア

ル
ド
・
レ
オ
ポ
ル
ド

(
H

∞∞吋
a
H
C
A
S
)

と
い
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
自
然
保

護
運
動
の
先
駆
者
で
あ
る
が
、
彼
に
も
ド
イ
ツ
の
影
響
が
あ
る
と
い
う

(

[

H

忠
一
む
や
む
戸
以
下
、
括
弧
内
の
数
字
は
末
患
の
参
考
文
献
番
号
一
参

照
真
と
す
る
)
。
レ
オ
ポ
ル
ド
は
一
九
三
五
年
、
ド
イ
ツ
へ
と
渡
り
、
そ
こ

で
の
自
然
保
護
運
動
に
強
く
共
感
し
た
と
い
う
(
推
灘
の
域
を
出
な
い
が
、

そ
の
共
感
に
、
彼
が
祖
父
の
代
に
渡
っ
て
き
た
ド
イ
ツ
系
ア
メ
リ
カ
人
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
て
ア
メ
リ
カ
に

捕
っ
た
彼
は
、
「
土
地
倫
理
」
と
い
う
生
態
系
中
心
主
義
、
生
命
中
心
主
義

の
思
懇
を
提
唱
す
る
。
こ
の
土
地
倫
理
の
提
唱
に
よ
っ
て
、
周
知
の
通
り
、

彼
は
現
在
、
環
境
協
理
学
の
父
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

レ
オ
ポ
ル
ド
が
ド
イ
ツ
に
渡
っ
た
理
由
は
、
彼
の
元
々
の
職
業
が
森
林

宮
で
あ
り
、
当
時
の
ド
イ
ツ
が
林
業
の
先
進
簡
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

鈴

覚

木

当
時
の
ド
イ
ツ
は
ナ
チ
ス
政
権
下

(rsω
ム
印
)
で
あ
る
。
ナ
チ
ス
・
ド

イ
ツ
と
い
え
ば
、
破
壊
の
イ
メ
ー
ジ
が
つ
き
ま
と
う
が
、
自
然
保
護
に
関

し
て
は
、
一
九
三
五
年
に
ド
イ
ツ
で
最
初
の
統
一
的
な
自
然
保
護
法
、
「
帝

国
自
然
保
護
法
」
を
成
立
さ
せ
て
い
る
。
保
護
と
破
壊
は
当
然
の
こ
と
な

が
ら
相
反
す
る
。
こ
れ
ら
は
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に

結
び
つ
い
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
一
問
題
の
解
明
が
小
論
の
主
題
で
あ

る
。
こ
の
問
題
は
、
保
護
す
べ
き
自
然
と
は
ど
ん
な
も
の
か
、
ナ
チ
ス
・

ド
イ
ツ
の
自
然
観
を
探
る
な
か
で
解
か
れ
る
で
あ
ろ
う
。

帝
国
自
然
保
護
法

「
帝
国
自
然
保
諮
法
」
序
文
を
引
用
す
る
。

「
か
つ
て
と
間
じ
く
今
話
、
山
山
野
の
自
然
は
、
ド
イ
ツ
民
族
に
と
っ

て
撞
れ
で
あ
り
、
響
び
で
あ
り
、
保
護
で
あ
る
。
/
郷
土
の
景
観
は

か
つ
て
と
比
べ
て
根
本
的
に
変
化
し
、
景
観
を
覆
っ
て
い
た
植
物

は
、
集
約
的
な
農
林
業
、
一
面
的
な
耕
地
整
理
、
そ
し
て
針
葉
樹
櫛
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林
に
よ
っ
て
様
相
を
一
変
し
た
。
郷
土
の
景
観
の
持
っ
て
い
た
自
然

の
生
命
空
間
と
と
も
に
、
森
林
と
革
擦
に
生
命
を
与
え
て
い
た
多
額

多
様
な
動
物
界
も
消
滅
し
た
。
/
こ
の
展
開
は
、
多
く
は
経
済
的
な

饗
繍
で
品
っ
た

3

し
か
し
今
日
、
ド
イ
ツ
の
景
観
の
か
か
る
変
化
の

持
つ
理
念
的
、
さ
ら
に
は
ま
た
経
済
的
な
損
失
は
開
明
確
に
な
っ
て
い

る
。
/
世
紀
の
変
わ
り
目
棋
に
生
ま
れ
た
空
間
然
記
念
物
育
成

Z
巳ロ叶門日
g
w
S会
逸
品
仰
い
は
、
本
質
的
な
政
治
的
世
界
観
的
諮
槌
提

が
欠
け
て
い
た
た
め
に
、
部
分
的
な
成
果
し
か
も
た
ら
す
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。
ド
イ
ツ
人
を
改
革
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
、
有

効
な
自
然
保
髄
の
た
め
の
諸
前
擦
が
生
み
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
/

ド
イ
ツ
帝
儲
政
府
は
、
最
も
賞
し
い
国
民
間
胞
に
も
ド
イ
ツ
の
自
然

奨
へ
の
共
感
を
保
障
す
る
こ
と
を
そ
の
義
務
と
考
え
る
。
従
っ
て

帝
関
政
府
は
、
以
下
の
帝
国
患
然
保
議
法
を
決
定
し
発
布
す
る
。
」

(〔忠一円
O
m
γ
H
H
C

〔
訳
語
を
若
干
変
更
し
た
〕
)

条
文
で
は
、
自
然
記
念
物
(
天
然
記
念
物
)
、
自
然
保
護
地
域
、
景
観

押
防
護
地
域
、
保
護
さ
れ
た
景
観
構
成
部
分
と
い
っ
た
自
然
保
護
カ
テ
ゴ

リ
ー
の
明
擦
な
体
系
化
、
景
観
全
体
の
包
括
的
な
保
護
の
要
請
の
他
、
自

然
謀
護
官
庁
と
助
言
的
自
然
保
護
機
関
の
設
謹
も
う
た
わ
れ
て
い
る
。
こ

の
自
然
探
罷
行
政
組
織
に
つ
い
て
は
、
同
法
の
成
立
に
先
立
っ
て
、
自
然

保
護
事
務
が
帝
国
の
管
轄
に
移
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
自
黙
保
護
の
専
門

機
関
(
つ
ま
り
、
締
究
・
教
育
・
政
策
捷
ヰ
一
一
口
機
関
)
と
し
て
帝
国
保
護
爵

が
設
置
さ
れ
て
い
る
(
日
γ
N
N
g
N
ω
)

。

帝
国
畠
然
保
護
法
制
定
ま
で
、
ド
イ
ツ
で
は
次
の
よ
う
な
動
き
が
あ
っ

た。
一

マ

t

、v
u
t
U
F
h
a

一
g
j
J
J
J
aサ
ノ
山
辺
i

一
九

O
二
年

九九
00  
七六
年年

一
九
一
九
年

一
九
三
三
年

一
九
三
間
年

一
九
三
五
年
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ジ
i
ベ
ン
ゲ
ピ
ル
ゲ
が
ド
イ
ツ
で
最
初
の
自
然
公
園
に

指
定
さ
れ
る

「
景
観
と
し
て
傑
出
し
た
地
.
塁
の
醜
悪
化
に
対
す
る
法

伸
(
景
観
保
存
法
こ
艇
定
(
プ
ロ
イ
セ
ン
)

国
家
天
然
記
念
物
保
全
局
設
題
(
プ
ロ
イ
セ
ン
)

「
集
落
お
よ
び
景
観
と
し
て
傑
出
し
て
い
る
地
区
の
醜

悪
化
に
対
す
る
法
律
(
景
観
保
存
法
ご
制
定
(
プ
ロ

イ
セ
ン
)

ワ
イ
マ
!
ル
態
法
制
定

第
間
条
第

1
文
「
芸
術
、
歴
史
、
及
び
自
然
記
念
物
並

び
に
景
観
は
、
屈
の
保
護
と
育
成
を
受
け
る
」

動
物
保
護
法
制
定

帝
臨
狩
猟
法
制
定

帝
国
自
然
保
護
法
制
定

こ
の
よ
う
に
、
自
然
保
護
法
制
化
の
動
き
は
ナ
チ
ス
が
政
権
を
獲
得
す

る
以
前
か
ら
存
在
し
た
が
、
統
一
的
な
法
を
成
立
さ
せ
た
の
は
ナ
チ
ス
が

始
め
て
で
あ
る
。
北
山
雅
昭
は
、
帝
国
自
然
保
護
法
に
よ
っ
て
初
め
て
、
「
自

然
(
資
源
)
の
維
持
と
育
成
は
、
統
一
的
な
、
実
体
法
・
手
続
法
上
の
基

礎
を
得
た
」
と
き
口
い

(Eh∞
色
、
?
」
の
法
律
は
、
内
容
的
に
み
て
ド
イ

ツ
の
自
然
保
護
法
発
展
史
上
、
大
き
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
」
と
評
価
し

て
い
る
(
[
巴
ぬ
ω)
。



法
律
を
成
立
さ
せ
る
手
続
の
上
で
は
、
ナ
チ
ス
が
独
裁
政
権
で
あ
っ
た

こ
と
が
、
有
効
に
働
い
た
と
は
い
え
よ
う
。
一
九
三
三
年
、
ナ
チ
ス
は
、

「
民
族
お
よ
び
国
家
の
窮
状
を
除
去
す
る
た
め
の
法
律
」
、
い
わ
ゆ
る
金
権

委
任
法
を
成
立
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
法
律
に
よ
っ
て
政
府
は
、
議
会
に
よ

ら
ず
と
も
政
府
だ
け
で
法
搾
を
議
決
す
る
こ
と
が
で
き
(
第
一
条
)
、
ま

た
政
府
の
議
決
に
よ
る
法
律
は
憲
法
に
反
す
る
こ
と
が
で
き
た
(
第
二
条
)

(
[
お
出
吋
)
。
こ
の
全
権
委
任
法
の
枠
組
み
の
中
で
、
自
然
保
護
法
も
成
立

し
た
。で

は
な
ぜ
ナ
チ
ス
は
自
然
保
護
法
を
成
立
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
西

村
貴
裕
は
、
実
際
の
適
用
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
、
ナ
チ
ス
の
権
力
者

た
ち
が
、
制
定
後
ほ
ど
な
く
、
そ
れ
に
対
す
る
関
心
を
失
っ
て
い
っ
た
こ

と
、
な
ど
を
も
と
に
、
成
立
の
理
砲
を
、
大
衆
の
支
持
を
得
る
た
め
、
と

し
て
い
る
(
(
忠
一
。
φ
ミ
)
。
し
か
し
そ
う
い
う
理
由
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

自
分
た
ち
の
思
想
信
条
に
合
致
し
な
い
も
の
ま
で
も
、
受
け
入
れ
、
法
律

と
し
て
制
定
す
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
ナ
チ
ス
の
側
に
も
、
そ
の
法

律
を
受
け
入
れ
る
だ
け
の
自
然
に
対
す
る
考
え
方
が
あ
っ
た
と
考
え
る
の

が
由
同
然
で
あ
る
。
一
九
三
三
年
の
動
物
保
護
法
制
定
に
つ
な
が
る
、
「
新

し
い
留
に
お
い
て
は
、
も
う
動
物
産
待
は
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
」
と
い
う
ヒ
ト
ラ
ー
の
喬
葉
も
、
彼
が
菜
食
主
義
者
で
あ
っ
た
こ

と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
た
だ
の
人
気
取
り
の
言
葉
と
し
て
片
付
け
る
わ
け

に
は
い
か
に
よ
う
に
思
え
る

2
5
]
込一出)。

当
時
の
自
然
保
護
論
者
た
ち
の
主
張

ド
イ
ツ
で
最
初
の
統
一
的
な
自
然
保
護
法
で
あ
る
帝
国
自
然
保
護
法

が
、
な
ぜ
ナ
チ
ス
政
権
下
で
成
立
し
得
た
の
か
、
こ
の
問
題
を
検
討
す
る

た
め
に
、
ま
ず
は
当
時
の
自
然
保
護
論
者
た
ち
の
主
張
に
自
を
向
け
た
い
。

そ
こ
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
は
、
自
然
保
護
思
想
と
、
優
生
学
な

い
し
は
人
種
主
義
と
の
関
係
で
あ
る
。

ヴ
ァ
ル
タ

i
・
シ
ェ

i
ニ
ヒ
ェ
ン
(
雑
誌
「
自
然
保
護
」
の
一
九
二
七

年
以
来
の
編
集
者
で
、
帝
国
自
然
保
護
愚
の
初
代
長
官
)
は
、
ナ
チ
ス
党

の
機
関
誌
「
民
族
の
観
察
者
」
に
公
表
し
た
論
文
、
「
国
筑
的
ド
イ
ツ
に

お
け
る
自
然
保
護
」
に
お
い
て
、
自
然
保
護
を
「
ド
イ
ツ
の
魂
を
健
全
に

保
つ
た
め
に
」
不
可
欠
な
も
の
、
ド
イ
ツ
の
景
観
は
ド
イ
ツ
民
族
園
有
の

ゆ
り
か
ご
で
あ
り
、
「
純
潔
な
郷
土
の
土
地
か
ら
鴻
き
出
る
非
合
理
な
諸

力
を
我
が
国
民
の
た
め
に
生
き
生
き
と
有
効
に
維
持
す
る
た
め
に
」
こ

そ
、
自
然
保
護
地
域
が
必
要
で
あ
る
と
い
う

2
2
b
g
。
そ
し
て
別
の

論
文
で
は
シ
ェ

i
ニ
ヒ
ェ
ン
は
、
「
墜
落
し
た
要
素
(
犯
罪
者
、
梅
毒
患

者
等
々
)
を
生
殖
か
ら
排
除
し
、
婚
掘
の
許
可
を
鍵
藤
の
証
明
に
か
か
ら

し
め
、
:
:
:
種
族
衛
生
学
的
に
最
も
僧
値
の
あ
る
無
数
の
婦
人
が
母
親
に

な
る
こ
と
に
参
加
す
る
よ
う
に
、
社
会
的
諸
条
件
を
改
革
」
す
べ
き
と
の

優
生
学
的
発
言
を
し
て
い
る
(
[
忠
泊
、
吋
)
。

シ
ェ
!
ニ
ヒ
ェ
ン
に
娘
ら
ず
、
ハ
ン
ス
・
シ
ュ
ヴ
ェ
ン
ケ
ル
(
シ
ェ
!

ニ
ヒ
ェ
ン
の
あ
と
を
継
い
だ
「
自
然
保
髄
」
の
編
集
者
)
も
、
自
然
(
郷

土
)
保
緯
と
優
生
学
思
想
を
持
ち
合
わ
せ
て
お
り
、
「
郷
土
保
識
は
、
文

化
の
能
生
学
で
あ
る
」
、
「
重
要
な
こ
と
は
、
民
族
を
鍵
全
に
保
っ
と
と
で
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あ
る
。
:
:
:
わ
れ
わ
れ
は
、
高
設
な
出
統
、
自
殺
な
天
分
、
一
品
賞
な
有
能

さ
、
高
貴
な
能
力
を
必
要
と
し
て
い
る
」
と
司
っ
て
い
る
(
(
巴
一
N
3
0

さ
ら
に
、
ハ
ン
ス
・
ク
ロ

i
ゼ
(
帝
国
出
然
保
護
法
の
法
案
を
取
り
ま

と
め
、
一
九
三
八
年
か
ら
シ
ェ

i
ニ
ヒ
ェ
ン
の
後
継
者
と
し
て
帝
間
出
自
然

保
護
局
長
官
)
は
、
生
命
法
制
の
研
究
と
生
物
学
の
授
業
だ
け
が
、
人
種

理
論
の
主
た
る
担
い
子
で
あ
り
、
自
然
保
護
地
域
は
、
自
然
保
識
教
育

に
謹
聴
党
教
材
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
青
少
年
は
、
そ
の
綾
息

域
で
動
植
物
界
を
自
ら
観
察
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
し
て
い
る

(

[

印

]

一

N
吋
t
N∞
)

む
生
命
法
郎

先
に
出
て
き
た
「
生
五
叩
法
制
…
」
と
い
う
言
葉
は
、
藤
原
辰
史
に
よ
る

と
、
当
時
、
人
種
か
ら
自
然
、
農
法
に
至
る
ま
で
を
包
括
す
る
語
で
あ
っ

た
と
い
う

(
(
H
S
b
S
。
食
糧
・
農
業
大
臣
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ヴ
ァ
ル
タ
1

・

ダ
レ

l
は
、
バ
イ
オ
・
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
農
法

(
B
D
農
法
)
の
よ
り
適
切

な
呼
称
と
し
て
、
「
バ
イ
オ
・
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
」
に
換
え
て
「
生
命
法
則
」

を
用
い
る
べ
き
だ
と
言
っ
て
い
る
(
(
呂
]
込
ゲ
お
)
。

B
D
農
法
と
は
、
ル

1

ド
ル
フ
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
!
の
一
九
二
四
年
の
講
演
に
端
を
発
す
る
有
機
農

法
の
こ
と
で
、
農
場
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
命
体
l
l
l生
け
増
、
沼
地
、
作

物
、
家
畜
、
人
間
な
ど
i
i
g
が
共
生
す
る
ひ
と
つ
の
関
じ
た
「
有
機
体

。
品
き
拡
5
5」
な
い
し
「
個
体
古
島
丘
〈
古
住
民
止
と
み
な
し
、
工
場
で

大
叢
生
産
さ
れ
る
化
学
肥
料
の
使
用
を
、
そ
の
「
有
機
体
」
の
循
環
を
壊

す
も
の
と
し
て
拒
否
し
、
か
わ
り
に
農
場
内
の
家
畜
の
糞
尿
を
加
工
し
た

有
機
肥
料
を
用
い
る
も
の
で
あ
る

(
(
H
E
L
g
。
ま
た
、
人
種
主
義
的
な

使
用
例
と
し
て
ダ
レ
!
の
次
の
は
誕
が
あ
る
。
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「
ユ
ダ
ヤ
人
は
永
遠
に
生
き
る
。
そ
れ
は
決
し
て
「
選
ば
れ
し
民
」

だ
か
ら
で
は
な
い
。
最
高
級
の
一
繋
性
と
強
国
さ
を
も
っ
て
、
ユ
ダ

ヤ
人
の
民
族
性
を
ユ
ダ
ヤ
人
の
離
の
法
則
お
よ
び
生
命
法
則
に
服
従

さ
せ
て
い
る
か
ら
だ
。
ユ
ダ
ヤ
人
の
種
の
法
制
問
は
、
健
康
で
種
の
異

な
る
人
砲
に
級
い
付
く
寄
生
虫
根
性
で
あ
り
、
吸
い
尽
く
し
た
民
族

か
ら
ま
た
別
の
鯉
康
な
民
飯
へ
と
漂
う
潔
流
本
能
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
法
制
約
は
、
あ
ら
ゆ
る
非
ユ
ダ
ヤ
人
を
み
ず
か
ら
に

従
わ
せ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
こ
の
世
界
の
支
配
権
を
得
る
と
い
う
、
抑

制
し
が
た
い
支
配
欲
な
の
だ
。
/
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
が
そ
の
民
族
性
を

そ
の
諸
法
則
お
よ
び
そ
の
民
族
性
の
生
命
諸
法
則
に
服
従
さ
せ
つ

M

つ

け
て
き
た
の
と
河
じ
一
貫
性
と
強
国
さ
を
わ
れ
わ
れ
が
も
ち
、
わ
れ

わ
れ
の
生
存
任
務
と
わ
れ
わ
れ
の
種
の
生
命
諸
法
則
に
、
す
な
わ
ち
、

わ
れ
わ
れ
の
ゲ
ル
マ
ン
的
民
族
性
に
、
み
ず
か
ら
を
従
わ
せ
た
と
き

に
は
じ
め
て
、
わ
れ
わ
れ
ド
イ
ツ
人
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
に
打
ち
克
つ
で

あ
ろ
う
。
/
我
が
畏
族
の
諸
法
則
は
、
栄
誉
と
祖
国
。
/
我
が
民
族

の
生
命
諸
法
則
は
、
次
の
一
言
葉
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
血

と
土
。
/
血
と
土
は
、
わ
れ
わ
れ
の
運
命
だ
。
/
血
と
栄
誉
は
、
我
々

の
法
則
だ
。
」
(
[
呂
]
b
N
)

ナ
チ
ス
の
「
生
命
法
則
」
と
い
う
諸
に
つ
い
て
、
藤
原
は
次
の
よ
う
に

ま
と
め
て
い
る
。



「
い
わ
ゆ
る
狭
義
の
「
人
種
主
義
』
で
は
捉
え
き
れ
な
い
『
生
態
学
的
」

な
意
味
合
い
が
ナ
チ
ス
の
人
種
主
義
に
は
つ
ね
に
つ
き
ま
と
っ
て
お

り
、
「
生
命
法
制
型
と
い
う
語
に
は
ま
さ
に
こ
う
し
た
あ
り
方
が
込

め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
冷
徹
な
大
量
殺
数
へ
と
連
な

る
ナ
チ
ス
の
「
人
種
主
義
』
が
、
決
し
て
生
命
感
覚
の
鈍
麻
か
ら
生

じ
た
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
宕
玄
丘
の
充
溢
と
氾
濫
と
過
料
か

ら
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
ユ
ダ
ヤ
人
の
「
生
命
」

を
「
も
の
』
の
よ
う
に
処
理
す
る
騎
神
を
支
え
て
い
た
も
の
は
、
ド

イ
ツ
の
農
場
、
農
法
、
農
民
、
土
援
を
い
か
に
細
部
に
至
る
ま
で
宕
ム

命
力
』
の
み
な
ぎ
っ
た
も
の
に
し
て
い
く
か
、
と
い
う
溢
れ
ん
ば
か

り
の
生
命
観
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
」
(
口
忠
治
φ
ミ
)

ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
主
義
の
生
命
観

生
命
お
よ
び
生
命
法
制
別
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
出
て
き
た
。
こ
の
組
問
を

理
解
す
る
た
め
に
、
時
代
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
主
義
の

自
然
観
を
克
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
主
義
で
は
自
然

が
一
つ
の
生
命
と
捉
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
へ

i
ゲ
ル
「
精
神
現
象
学
』

の
な
か
の
生
命
論
を
見
て
い
き
た
い
。
へ

i
ゲ
ル
は
青
年
期
に
、
ド
イ
ツ
・

ロ
マ
ン
主
義
の
諮
思
想
に
近
づ
き
、
後
に
離
れ
る
が
、
そ
の
生
命
観
は
'
自

己
の
体
系
内
部
に
取
り
込
ん
で
い
る
。

「
近
代
ド
イ
ツ
に
興
隆
し
た
ロ
マ
ン
主
義
が
再
発
見
し
た
自
然
は

活
性
(
科
学
的
な
知
)
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
容
体
と
し
て
の
対
象

で
は
な
く
て
、
そ
れ
自
身
の
う
ち
に
自
己
産
出
力
を
秘
め
た
吋
生
命

(
Z
Zロ
)
」
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
ロ
マ
ン
主
義
は
復
活
し
た
ス
ピ

ノ
ザ
の
汎
神
論
と
も
結
び
つ
い
て
、
因
果
法
則
に
従
っ
て
機
械
の
ご

と
く
運
動
す
る
か
の
よ
う
に
見
ら
れ
て
き
た
自
然
の
う
ち
に
、
生
き

生
き
と
流
動
す
る
生
命
日
有
機
体
を
看
取
し
よ
う
と
し
た
の
だ
っ

た
。
一
八
世
紀
末
に
形
成
さ
れ
た
ド
イ
ツ
吋
自
然
哲
学
い
は
、
そ
の

よ
う
な
『
生
命
」
概
念
を
中
軸
に
据
え
て
、
自
然
へ
の
新
た
な
視
角

を
獲
得
す
る
。
へ
!
ゲ
ル
も
ま
た
そ
の
よ
う
な
哲
学
的
趨
勢
の
な

か
で
、
「
生
命
い
概
念
を
自
ら
の
哲
学
形
成
の
う
ち
に
導
入
す
る
。
」

(

〔

N
〕一
H
N
ω
)

へ
i
ゲ
ル
は
生
命
論
を
彼
特
有
の
弁
証
法
に
し
た
が
っ
て
展
開
し
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
統
て
一
区
別
、
再
統
一
、
の
展
開
純
で
あ
る
。

ま
ず
統
一
の
側
面
か
ら
見
て
い
き
た
い
。

「
生
命
の
本
性
が
形
づ
く
る
円
環
は
次
の
諮
契
機
に
お
い
て
完
結
し

て
い
る
。
〔
第
一
に
〕
本
質
で
あ
る
も
の
は
、
あ
ら
ゆ
る
区
別
項
が

止
揚
さ
れ
て
あ
る
こ
と
と
し
て
の
無
摂
性
で
あ
り
、
運
動
で
は
あ
っ

て
も
、
純
粋
な
軸
臨
転
運
動
で
あ
り
、
絶
対
に
不
安
定
な
無
畑
山
性
で

あ
り
な
が
ら
自
分
自
身
安
ら
い
で
あ
り
、
運
動
に
さ
い
し
て
の
区
別

項
を
解
消
さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
の
自
立
性
自
身
で
あ
り
、
空
間
と
し

て
の
し
っ
か
り
と
し
た
形
態
を
も
臭
い
え
て
い
な
が
ら
、
時
間
の
単
純

な
本
質
と
し
て
白
肉
的
で
あ
る
も
の
で
あ
る
。
」
(
(
お
〕
一
見
出
)
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こ
こ
で
は
生
命
は
、
そ
の
全
体
論
的
、
普
遍
的
な
性
格
を
強
制
さ
れ
る
。

「
区
別
項
」
と
は
隅
々
の
生
命
個
体
の
こ
と
で
あ
る
。
普
遍
的
な
生
命
か

ら
す
れ
ば
、
生
命
緒
個
体
関
の
区
加
は
、
区
別
で
な
い
区
別
、
解
消
さ
れ

る
区
別
で
あ
る
。
す
べ
て
の
生
命
個
体
は
一
つ
の
生
命
の
う
ち
に
統
一
さ

れ
て
あ
る
。

次
に
区
別
の
側
面
で
あ
る
。

「
〔
第
こ
に
は
〕
軍
部
頃
は
こ
の
単
純
で
普
遍
的
な
媒
体
に
お
い
て
あ

る
に
し
て
も
や
は
り
区
別
項
と
し
て
存
在
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の

普
遜
的
な
流
動
性
が
そ
の
否
定
的
な
本
性
を
も
っ
て
い
る
の
は
、
た

だ
そ
れ
が
区
別
項
の
止
揚
で
あ
る
こ
と
に
の
み
よ
っ
て
い
る
が
、
も

し
区
別
項
が
存
立
を
も
っ
て
い
な
い
と
す
る
と
、
こ
の
流
動
牲
と
て

も
区
別
項
を
止
揚
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
ま
さ

に
こ
の
流
動
牲
と
そ
自
問
的
な
自
立
性
と
し
て
そ
れ
自
身
、
区
別
項

を
し
て
存
立
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
言
い
か
え
る
と
区
別
項
の
基
礎

に
立
つ
実
体
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
こ
の
実
体
に
お
い
て
は
区
間
項

は
区
別
せ
ら
れ
た
分
肢
と
し
て
、
ま
た
各
自
自
分
だ
け
で
あ
る
部
分

と
し
て
存
在
す
る
よ
(
(
ロ
〕
民
、
日
)

こ
こ
で
は
先
に
は
否
定
さ
れ
た
生
命
個
体
の
存
在
が
強
調
さ
れ
る
。
普

遍
的
生
命
が
生
命
錨
体
の
止
揚
と
し
て
存
在
す
る
畑
山
り
、
止
揚
す
る
生
命

制
体
が
存
在
し
な
け
れ
ば
、
普
通
的
生
命
も
存
在
し
え
な
い
。
生
命
僧
体

は
全
体
に
と
っ
て
の
分
肢
と
し
て
そ
の
存
在
が
確
保
さ
れ
る
。

織
後
に
再
統
一
の
側
而
で
あ
る
。
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「
だ
か
ら
〔
第
三
に
は
〕
〔
分
肢
の
〕
存
在
と
一
言
っ
て
も
、
も
は
や
存

在
だ
け
を
抽
象
し
た
も
の
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
し
、
ま
た
分
肢

の
純
粋
本
質
態
と
浸
っ
て
も
、
普
通
性
だ
け
を
抽
象
し
た
も
の
を
意

味
す
る
の
で
も
な
く
、
分
肢
の
存
在
が
そ
の
ま
ま
純
粋
な
自
己
内
運

動
の
か
の
単
純
で
流
動
的
な
実
体
な
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
こ
れ
ら

分
肢
棺
互
の
区
別
が
お
よ
そ
区
別
と
し
て
存
立
す
る
の
も
、
無
限
性

な
い
し
純
粋
運
動
自
身
の
諮
契
機
が
も
っ
間
限
定
に
お
い
て
の
こ
と
で

あ
っ
て
、
こ
れ
以
外
の
い
か
な
る
限
定
に
お
い
て
の
こ
と
で
も
な

い
。
」
(
(
H
a
L吋
中
山
吋
∞
)

こ
こ
で
は
生
命
を
、
普
遜
的
生
命
と
し
て
だ
け
見
る
一
菌
性
と
、
生
命

摺
体
と
し
て
だ
け
見
る
一
極
性
の
、
一
向
一
面
性
が
と
も
に
否
定
さ
れ
、
生

命
が
両
側
面
の
統
一
体
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

今
見
た
生
命
論
の
な
か
で
も
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
生
命
を
普
遍

的
、
全
体
論
的
に
捉
え
る
見
方
で
あ
る
。
こ
れ
が
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
主
義

の
伝
統
と
し
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
生
命
法
則
と
し
て
ド
イ
ツ
に
入
っ
て
く

る
の
が
、
ダ

i
ウ
ィ
ン
の
進
化
論
で
あ
る
。

自

ヘ
ッ
ケ
ル
の
思
想

普
遍
的
生
命
は
、
諸
々
の
生
命
鋼
体
を
生
成
生
滅
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
み
ず
か
ら
を
存
在
さ
せ
る
。
生
命
は
こ
う
し
た
運
動
、
す
な
わ
ち
、
生



命
過
程
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
時
間
関
の
流
れ
を
も
っ
。
生
命
は
共
時
的

だ
け
で
な
く
、
通
時
的
に
も
統
一
的
に
捉
え
ら
れ
る
。

こ
の
通
時
的
統
一
性
と
い
う
点
で
、
画
期
的
だ
っ
た
の
が
、
離
の
多
様

性
を
自
然
選
択
説
に
よ
っ
て
説
明
す
る
、
ダ

i
ウ
ィ
ン
の
「
種
の
起
源
」

(
5
3
)
で
あ
っ
た
。

「
ど
の
種
で
も
生
存
し
て
い
か
れ
る
よ
り
ず
っ
と
多
く
の
個
体
が
う

ま
れ
、
し
た
が
っ
て
頻
繁
に
生
存
闘
争
が
お
こ
る
の
で
、
な
ん
ら
か

の
点
で
た
と
え
わ
ず
か
で
も
有
科
な
変
異
を
す
る
生
物
は
、
按
雑
で

ま
た
と
き
に
変
化
す
る
生
活
条
件
の
も
と
で
生
存
の
機
会
に
よ
り
め

ぐ
ま
れ
、
こ
う
し
て
、
自
然
に
選
択
さ
れ
る
。
遺
伝
の
確
臨
た
る
原

理
に
も
と
づ
き
、
選
択
さ
れ
た
変
種
は
ど
れ
も
そ
の
新
し
い
変
化
し

た
形
態
を
ふ
や
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
」
(
[
忠
一
広
)

ダ
i
ウ
ィ
ン
進
化
論
の
ド
イ
ツ
で
の
普
及
活
動
に
積
極
的
に
取
り
結
ん

だ
の
が
、
エ
ル
ン
ス
ト
・
へ
ッ
ケ
ル
戸
∞
ω品
1
5
5
)
で
あ
る
。
ダ
i
ウ
一
dap-

ン
の
理
論
は
、
ヘ
ッ
ケ
ル
に
と
っ
て
、
生
命
の
過
程
を
統
一
的
に
見
る
こ

と
を
可
能
に
す
る
説
得
力
を
も
っ
た
理
論
で
あ
っ
た
。
彼
の
関
心
が
統
一

に
あ
っ
た
こ
と
は
、
一
八
六
三
年
に
行
わ
れ
た
、
ダ

i
ウ
ィ
ン
進
化
論
を

組
合
す
る
講
演
か
ら
も
問
問
え
る
。
そ
の
中
で
、
へ
ッ
ケ
ル
は
次
の
よ
う
に

一一一一?っ。
「
そ
れ
〔
ダ

i
ウ
ィ
ン
理
論
〕
が
実
際
に
限
界
観
全
体
を
変
化
さ
せ

る
認
識
に
関
銘
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
ダ

i
ウ
ィ
ン
の
創
造

史
(
∞
nro℃
町
ロ
ロ
官
想
的
の
庄
の
r
R
)
の
内
容
を
ま
だ
知
ら
な
い
人
た
ち

も
、
そ
の
根
本
の
考
え
が
次
の
よ
う
に

4

要
約
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ

と
を
知
る
な
ら
ば
、
た
だ
ち
に
理
解
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
す
な
わ
ち
、

「
こ
ん
に
ち
な
お
生
き
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
の
動
物
や
植
物
も
、
い
つ

な
り
と
地
球
上
に
生
存
し
た
全
生
物
も
、
わ
れ
わ
れ
が
幼
い
こ
ろ
か

ら
思
い
こ
ま
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
お
の
お
の
そ
の
種
類
の
も
の
と
し

て
独
立
に
創
造
さ
れ
た
の
で
は
な
く
て
、
そ
れ
ら
は
い
か
に
多
様
に

異
な
っ
て
い
て
も
、
全
部
が
い
く
つ
か
の
僅
か
な
、
い
や
お
そ
ら
く

唯
一
の
祖
先
型
で
あ
る
極
度
に
単
純
な
原
始
生
物
か
ら
、
長
大
き
わ

ま
り
な
い
年
月
の
問
に
徐
々
に
発
達
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
い
と
。
」

(
[
広
]
一
虫
、
〔
〕
は
引
用
者
)

さ
て
、
へ
ッ
ケ
ル
と
言
え
ば
、
「
エ
コ
ロ
ギ

i
(
c
r
o
Z也
ぬ
こ
と
い
う

語
の
造
語
者
も
し
く
は
最
初
期
の
使
用
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。
吋
有
機
体

の
一
般
形
態
学
」

(
5
0
0
)

に
お
い
て
彼
は
次
の
よ
う
に
一
一
一
一
口
う
。

「
エ
コ
ロ
ギ
!
と
は
、
生
物
と
そ
れ
を
囲
む
外
界
と
の
関
部
を
扱
う

総
合
的
な
学
問
と
理
解
さ
れ
、
こ
の
外
界
に
は
広
い
意
味
で
は
す
べ

て
の
「
生
存
条
件
い
が
含
ま
れ
う
る
。
こ
れ
ら
の
生
存
条
件
は
、
生

物
的
自
然
の
場
合
も
あ
る
し
、
無
機
的
島
然
の
場
合
も
あ
る
。
両
者

と
も
に
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
生
物
の
形
態
に
と
っ
て
は
き
わ
め
て

大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
生
物
は
、
こ
れ
ら
の
条

件
に
適
応
す
る
よ
う
に
強
い
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
よ
(
豆
注
)
)
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こ
の
エ
コ
ロ
ギ
i
紙
念
は
、
披
が
主
張
す
る
「
一
元
論
」
の
枠
組
み
の

中
に
泣
震
い
つ
け
ら
れ
る
。

「
新
た
に
成
り
立
っ
た
進
化
論
と
、
そ
れ
と
結
合
し
た
一
元
論
哲
学

ほ
ど
、
一
般
の
人
の
心
を
生
き
生
き
と
と
ら
え
、
わ
れ
わ
れ
の
重
大

な
確
信
の
中
に
諜
く
は
い
っ
て
き
て
い
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な

ぜ
な
ら
、
た
だ
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
の
み
、
内
あ
ら
ゆ
る
問
題
中
の
問
題
」

す
な
わ
ち
吋
自
然
界
に
お
け
る
人
間
の
位
欝
に
つ
い
て
い
と
い
う
根

本
的
の
問
題
を
解
く
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。
人
間
は
あ
ら
ゆ
る

事
鞠
を
測
る
基
準
で
す
か
ら
、
当
然
、
す
べ
て
の
科
学
の
究
極
の
線

本
問
題
と
最
高
の
原
理
は
、
わ
れ
わ
れ
の
進
歩
し
た
自
然
認
識
が
人

間
自
身
に
指
定
す
る
自
然
界
に
お
け
る
そ
の
位
撞
で
あ
ら
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
よ
(
ロ

a
…ZN
s
M
N
ω
)

臨
式
的
で
は
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
主
義
の
生
命
概
念
と
、
ダ
ー

ウ
ィ
ン
進
化
論
が
結
び
つ
い
た
と
こ
ろ
に
、
へ
ッ
ケ
ル
の
一
元
論
が
生
ま

れ
た
と
蓄
え
る
。
た
だ
し
ダ
!
ウ
ィ
ン
と
へ
ッ
ケ
ル
に
は
重
要
な
遣
い
も

あ
っ
た
。「

両
者
〔
ダ
!
ウ
ィ
ン
と
へ
ッ
ケ
ル
〕
の
差
は
、
歴
史
の
な
か
の
行

為
主
体
を
期
間
々
の
生
物
価
体
と
考
え
る
か
、
そ
れ
と
も
国
家
や
民
族
・

人
種
な
ど
集
合
的
な
実
体
と
想
定
す
る
か
に
根
ざ
し
て
い
る
。
ロ
マ

ン
主
義
以
来
の
ド
イ
ツ
の
政
治
文
化
を
深
く
吸
い
こ
ん
だ
へ
ッ
ケ
ル

は
、
当
然
後
者
の
立
場
で
あ
っ
た
。
/
民
族
や
人
種
を
一
笛
の
生
命

体
と
捉
え
る
な
ら
、
進
化
も
、
当
然
な
が
ら
そ
れ
を
単
位
と
し
て
生

起
す
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
生
存
競
争
は
傭
人
対
他
人
で
争
わ

れ
る
も
の
で
は
な
い
。
弱
肉
強
食
の
鴎
争
場
に
立
ち
現
れ
る
の
は
、

民
族
や
人
組
な
の
で
あ
る
。
」

(
[
3
b
句
、
〔
〕
は
引
用
者
)
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こ
の
遠
い
に
よ
っ
て
、
へ
ッ
ケ
ル
の
思
想
は
、
直
線
的
で
は
な
い
に
せ

よ
、
ナ
チ
ズ
ム
に
近
づ
く
。

ブ
ラ
ム
ウ
ェ
ル
は
次
の
よ
う
に
へ
ッ
ケ
ル
の
思
想
を
整
理
し
て
い
る
。

「
へ
ッ
ケ
ル
は
、
:
:
:
一
ニ
つ
の
重
要
な
点
で
エ
コ
ロ
ジ
ス
ト
で
あ
っ

た
。
そ
の
第
一
は
、
彼
が
宇
宙
を
統
一
さ
れ
た
調
和
的
な
有
機
体
と

見
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
宇
宙
も
有
機
的
存
在
物
も
同
じ
原
子
か
ら

つ
く
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
そ
こ
か
ら
、
す
べ
て
を
物
質
と
見

る
か
精
神
と
見
る
か
は
と
も
か
く
と
し
て
、
彼
の
一
元
論
が
出
て
く

る
。
第
二
は
、
彼
が
人
間
と
動
物
は
同
じ
道
徳
と
自
然
の
地
位
を
占

め
て
い
る
と
信
じ
て
お
り
、
人
間
中
心
で
は
な
か
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
第
三
は
、
自
然
が
真
理
の
源
泉
で
あ
り
、
人
間
生
活
の
賢
明
な

指
針
と
な
る
と
い
う
信
条
を
説
い
た
こ
と
で
あ
る
。
人
聞
社
会
は
、

自
然
界
の
科
学
的
観
察
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
る
方
向
に
沿
っ
て
、
再

組
織
化
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
信
条
で
あ
る
。
彼
の
影
響
力
に

よ
っ
て
、
エ
コ
ロ
ジ
ズ
ム
は
実
行
可
能
な
政
治
的
信
条
に
な
っ
て
い

く
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
ニ
(
戸
〕
込
H
)



五

導
き
手
と
し
て
の
自
然

プ
ラ
ム
ウ
ェ
ル
に
よ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
特
有
の
自
然
観
と
し
て
、
自
然
を
、

導
き
子
、
教
師
と
す
る
見
方
が
あ
る
と
い
う
。

「
反
植
民
地
主
義
的
で
、
宗
教
的
に
狂
信
的
で
、
テ
ロ
リ
ス
ト
的
な

ル
ー
マ
ニ
ア
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
い
う
除
外
し
う
る
例
外
を
除
き
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
(
い
ず
れ
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
有
し
て
い
た
)

は
、
未
来
志
向
的
で
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
的
な
計
画
と
都
市
開
発
を
強
調

し
て
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
よ
う
な
相
対
的
に
進
ん
だ
留
々
も
、
イ
タ

リ
ア
の
よ
う
な
都
市
化
の
遅
れ
た
留
々
、
あ
る
い
は
ス
ペ
イ
ン
の
よ

う
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
面
で
遅
れ
た
国
々
も
こ
の
点
で
共
通
性
が

あ
っ
た
。
そ
し
て
ド
イ
ツ
だ
け
が
、
理
論
的
に
も
、
実
践
的
に
も
、

自
然
を
哲
学
的
導
き
手
と
考
え
る
伝
統
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
意
味

で
例
外
で
あ
っ
た
己
(
[
己
h
o
m
T
N
S
)

一
般
に
、
事
実
判
断
か
ら
価
値
判
断
を
導
き
出
す
こ
と
は
、
自
然
主
義

的
誤
謬
と
呼
ば
れ
る
。
た
だ
し
、
事
実
と
さ
れ
る
も
の
が
、
実
際
に
は
、

そ
れ
自
体
、
価
鐘
的
な
も
の
で
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
こ
か
ら
価
値
判
断
を

導
き
出
す
こ
と
は
、
論
理
的
な
誤
謬
は
な
い
と
解
釈
で
き
る
。

ド
イ
ツ
人
に
と
っ
て
の
自
然
も
、
そ
う
し
た
、
部
憶
を
帯
び
た
、
一
一
閣

の
規
範
的
概
念
で
あ
っ
た
と
嘗
加
え
る
。
先
に
ヒ
ト
ラ
ー
が
菜
食
主
籍
者
で

あ
っ
た
こ
と
は
述
べ
た
が
、
一
九
世
紀
末
に
起
き
た
ド
イ
ツ
の
菜
食
主
義

運
動
に
お
け
る
自
然
も
、
こ
の
種
の
自
然
で
あ
っ
た
。

「
菜
食
主
義
は
至
高
の
原
理
を
『
自
然
』
に
見
て
い
た
。
創
始
者
の

パ
ル
ツ
ア
ー
ら
に
よ
れ
ば
、
自
然
は
神
と
一
体
で
あ
り
、
そ
し
て
人

聞
は
自
然
の
一
員
で
あ
っ
た
。
人
間
が
自
然
の
な
か
に
と
け
こ
ん
で

い
る
か
ぎ
り
、
入
閣
の
生
活
は
幸
福
で
あ
り
、
社
会
は
平
和
で
あ
っ

た
。
な
ぜ
な
ら
、
自
然
の
提
供
す
る
環
境
と
金
物
に
依
る
か
ぎ
り
、

身
体
は
病
気
に
な
る
こ
と
は
な
く
、
長
命
が
可
能
だ
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
:
:
:
自
然
か
ら
の
話
離
こ
そ
が
諸
悪
の
根
元
な
の
で
あ
る
。
で

は
、
ど
う
し
て
そ
の
よ
う
な
本
離
が
生
じ
た
の
か
。
そ
の
原
因
を
、

菜
食
主
義
は
肉
食
の
習
僚
に
見
る
。
生
来
、
果
食
動
物
で
あ
る
人
間

が
肉
や
刺
激
物
な
ど
人
工
的
な
食
物
を
摂
る
の
は
、
自
然
に
即
し
た

行
動
で
は
な
い
。
自
然
の
法
則
に
抗
っ
た
結
果
、
人
間
の
身
体
と
精

神
は
救
い
が
た
く
病
ん
だ
の
で
あ
る
。
」
(
[
ユ
ゐ
広
)

こ
こ
で
見
た
、
人
工
的
な
も
の
よ
り
も
「
自
然
な
も
の
」
に
価
値
を
置

く
自
然
観
は
ナ
チ
ス
に
も
共
通
す
る
。

「
ナ
チ
ス
の
法
律
の
掠
期
に
は
、
一
時
蒙
主
義
の
古
典
主
義
的
性
質
に

対
す
る
ロ
マ
ン
主
義
的
感
情
の
潤
い
と
い
う
中
心
的
な
テ

i
マ
の
繰

り
返
し
が
あ
る

i
i文
化
の
替
か
ら
ど
う
し
て
も
保
穫
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
真
の
自
然
と
は
、
技
術
に
よ
っ
て
変
え
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
っ

て
〈
人
開
化
さ
れ
た
〉
自
然
で
は
な
く
、
ま
だ
現
代
の
起
源
を
示
す

未
開
拓
で
自
然
の
ま
ま
の
自
然
で
あ
る
。
」

(
[
5
γ
5
ω
)
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そ
し
て
被
ら
は
、
自
分
た
ち
が
考
え
た
自
黙
の
ま
ま
の
自
然
の
姿
を
導

き
乎
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
保
鰻
と
破
壊
が
結
び
つ
く
。

「
ナ
チ
ス
の
百
科
矯
さ
い
は
、
島
然
界
の
模
倣
で
も
あ
っ
た
。
ま
ず

第
一
に
彼
ら
は
自
然
を
牧
歌
的
な
桃
源
郷
で
は
な
く
、
道
徳
を
超
越

し
た
巨
大
な
力
と
み
た
。
第
二
に
ナ
チ
ス
は
自
ら
を
自
然
の
力
と
一

体
と
考
え
、
自
然
に
内
在
す
る
支
配
力
と
残
酷
さ
を
模
散
し
た
。
他

誌
族
の
絶
誠
に
あ
た
り
、
ナ
チ
ス
は
こ
う
信
じ
て
い
た
。
吋
適
者
生

存
の
鉄
則
が
支
配
す
る
自
然
界
の
作
間
を
我
ら
は
単
に
少
し
平
め
る

だ
け
い
。
強
制
収
容
所
で
の
人
工
淘
汰
は
、
自
然
淘
汰
の
代
替
だ
っ

た。」

(
[
H
b

…NS)

さ
ら
に
こ
の
人
工
淘
汰
は
、
敗
戦
が
決
定
的
に
な
る
と
自
分
た
ち
に
向

け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ヒ
ト
ラ
ー
は
、
一
九
臨
五
年
三
月
一
九
日
、
ド

イ
ツ
全
土
の
産
業
基
幹
施
設
を
破
壊
す
る
，
焦
土
作
戦
を
命
令
す
る
(
ネ
ロ

命
令
)
。
そ
し
て
こ
の
時
期
、
次
の
よ
う
に
ヰ
出
回
っ
て
い
る
。

「
戦
争
に
敗
北
す
れ
ば
、
ド
イ
ツ
民
族
も
滅
亡
す
る
の
だ
、
こ
の
運

命
誌
避
け
ら
れ
な
い
。
ド
イ
ツ
民
族
に
原
始
的
な
生
活
を
今
後
つ
づ

け
さ
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
考
え
を
基
礎
に
し
て
考
慮
を
払
う
必
要

は
な
い
。
そ
の
逆
に
、
こ
ん
な
も
の
す
ら
破
壊
し
て
し
ま
う
方
が
良

い
の
だ
。
」
(
戸
ヰ
治
虫
)

...L 
J、

死
の
欲
動

68 

先
に
へ

i
ゲ
ル
の
生
命
論
を
見
た
が
、
へ

i
ゲ
ル
が
ロ
マ
ン
主
義
の
生

命
観
に
と
ど
ま
り
得
ず
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
は
、

ロ
マ
ン
主
義
の
生
命
線
で
は
細
体
性
が
確
保
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ロ

マ
ン
主
義
の
生
命
は
、
統
一
、
区
加
、
再
統
一
と
い
う
ヘ
!
ゲ
ル
生
命
論

の
三
段
階
に
お
け
る
、
統
一
の
段
階
に
と
ど
ま
る
。
個
体
、
区
別
項
は
も
っ

ぱ
ら
普
通
的
生
命
の
う
ち
に
解
消
さ
れ
る
。

こ
の
段
階
に
と
ど
ま
る
ロ
マ
ン
主
義
の
生
命
観
は
、
伝
統
的
な
概
念
で

言
え
ば
、
唯
名
論
に
対
す
る
実
念
論
の
立
場
、
償
松
哲
学
流
に
言
え
ば
、

普
遍
を
実
体
視
す
る
物
象
化
的
錨
視
の
立
場
で
あ
る
と
言
え
る
。
ロ
マ
ン

主
義
は
、
本
来
実
在
し
な
い
は
ず
の
普
遍
そ
れ
自
体
を
実
在
す
る
も
の
と

見
な
し
、
そ
れ
に
憧
れ
を
い
だ
く
。
こ
の
普
遍
へ
の
撞
れ
は
、
自
己
を
無

化
す
る
こ
と
、
死
へ
の
撞
れ
と
な
る
。

「
死
へ
の
こ
の
憧
れ
は
、
ド
イ
ツ
文
化
の
多
く
に
確
実
に
流
れ
て
い

て
、
ナ
チ
ス
時
代
か
ら
は
る
か
以
前
に
さ
か
の
ぼ
る
。
ド
イ
ツ
・
ロ

マ
ン
派
の
詩
を
読
む
と
、
テ
ー
マ
の
単
調
さ
に
だ
れ
で
も
す
ぐ
に

気
づ
く
。
う
っ
そ
う
と
茂
る
森
の
中
を
詩
人
が
一
人
歩
み
死
へ
の

地
れ
に
圧
倒
さ
れ
る
叙
情
詩
が
こ
れ
で
も
か
と
繰
り
返
さ
れ
る
。
」

(
口
色
…
N
小
吋
)

こ
の
死
へ
の
憧
れ
は
、
文
明
と
い
う
人
工
的
な
も
の
を
嫌
い
、
そ
れ
を

避
け
、
自
己
の
本
源
で
あ
る
普
通
的
生
命
の
う
ち
に
帰
り
た
い
と
い
う
欲



求
の
現
れ
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

あ
る
も
の
を
嫌
う
と
き
、
そ
れ
を
避
け
る
の
で
は
な
く
、
否
定
し
、
破

壊
す
る
と
い
う
や
り
方
も
あ
る
。
ナ
チ
ス
も
自
然
の
ま
ま
の
自
然
を
理
想

と
し
、
範
と
し
た
。
こ
の
自
然
崇
拝
を
徹
底
さ
せ
る
な
ら
ば
、
人
工
的
な

も
の
は
否
定
さ
れ
る
。
実
際
、
彼
ら
に
ど
の
程
度
自
覚
が
あ
っ
た
か
は
分

か
ら
な
い
が
、
結
果
的
に
彼
ら
は
文
明
と
い
う
人
工
的
な
も
の
の
破
壊
者

と
な
っ
た
。

死
へ
の
憧
れ
、
文
明
の
敏
壊
、
こ
れ
ら
を
よ
り
よ
く
理
解
す
る
た
め
の

理
論
が
、
お
そ
ら
く
は
フ
ロ
イ
ト
の
「
死
の
欲
動
(
タ
ナ
ト
ス
こ
の
理

論
で
あ
る
。

フ
ロ
イ
ト
は
、
「
欲
動
と
は
、
生
命
の
あ
る
有
機
体
に
内
在
す
る
強
迫

で
あ
り
、
早
期
の
状
態
を
反
復
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
」
(
口
己

L
S
)

と
言
い
、
欲
動
の
保
守
的
な
性
格
を
認
め
る
。
欲
動
は
か
つ
て
の
状
態
に

戻
ろ
う
と
す
る
。
か
つ
て
の
状
態
と
は
、
我
々
の
脈
絡
で
は
、
第
一
に
は
、

文
明
の
影
響
が
及
ぶ
以
誕
の
状
態
で
あ
る
。
人
間
に
は
自
然
の
ま
ま
の
自

然
を
求
め
る
傾
向
が
あ
る
。
第
二
に
は
、
生
命
体
と
し
て
存
在
す
る
以
前

の
状
態
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
死
の
微
動
で
あ
る
。

「
わ
た
し
は
さ
ま
ざ
ま
に
思
索
し
た
後
に
、
こ
の
欲
動
は
す
べ
て
の

生
物
の
う
ち
で
働
い
て
い
て
、
そ
の
生
物
の
生
命
を
奪
っ
て
、
命
の

な
い
無
機
物
の
状
態
に
戻
そ
う
と
す
る
も
の
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
こ
の
欲
望
は
、
ま
さ
し
く
死
の
欲
動
と
い
う

名
前
で
呼
ば
れ
る
の
が
ふ
さ
わ
し
い
の
で
す
。
こ
れ
に
対
し
て
エ
ロ

ス
の
欲
動
は
、
生
物
の
生
き
よ
う
と
す
る
努
力
を
代
表
す
る
も
の
で

す
。
そ
し
て
死
の
欲
勤
が
自
分
の
特
別
な
器
官
の
力
を
使
っ
て
そ
の

生
物
の
外
部
に
、
す
な
わ
ち
対
象
に
向
け
ら
れ
る
と
き
に
は
、
破
壊

欲
動
と
な
り
ま
す
。
」
(
(
巴
]
泊
∞
)

死
の
欲
動
は
外
へ
と
向
け
ら
れ
た
と
き
に
は
破
壊
欲
勤
と
な
る
。
第
一

の
自
然
の
ま
ま
の
自
然
を
求
め
る
傾
向
と
結
び
つ
い
て
、
そ
れ
は
、
自
然

が
生
存
倒
闘
争
の
場
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
と
き
に
は
、
他
民
族
、
さ
ら
に
は

自
民
族
の
絶
滅
に
向
か
い
、
文
明
が
反
自
然
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ

る
と
き
に
は
、
文
明
の
破
壊
に
向
か
う
。

保
護
と
被
壊
と
い
う
相
反
す
る
ナ
チ
ス
の
仔
動
を
理
解
可
能
に
す
る
も

の
が
、
「
死
の
欲
動
」
の
概
念
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
現
代

の
非
人
間
中
心
主
義
的
自
然
保
護
思
想
を
理
解
す
る
上
で
も
一
定
の
視
点

を
与
え
て
く
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
人
間
自
身
が
人
間
中
心
で
あ
る

こ
と
を
否
定
す
る
と
い
う
不
合
理
性
は
さ
ま
ざ
ま
に
批
判
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
死
の
欲
動
の
表
れ
と
見
る
な
ら
ば
、
理
解
可
能
と
な
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
別
の
機
会
に
論
じ
て
み
た
い
。
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